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  １ パリについて調べる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まずは、パリについて芸術に焦点を当てて調べてみます。 

（１）パリの芸術について調べる 

 『芸術の都パリ大図鑑 建築・美術・デザイン・歴史』 

 （ジャン＝マリー・ペルーズ・ド・モンクロ著 西村書店東京出版編集部 2012） 

ルテティア(パリの古名)の時代から現在のパリ都市圏まで、歴史都市パリの 2000 年間を 

都市空間、建築、美術工芸を横断して論じている。 

 

 『パリ・フランスを知るための 44 章』 

（梅本洋一[ほか]編著 明石書店 2012） ※県立熊谷図書館所蔵 

 文学、美術、音楽など、フランス文化の魅力について著者たちの体験を交え読み解く。 

 

 

 

パリの芸術について調べる 

 圧巻の建造物、見事な芸術作品を楽しめる 

歴史と文化の都パリ。パリにおける美術品、 

写真、音楽、演劇、文学など「パリの芸術」を

調べるための資料を紹介します。 

 2024 年パリオリンピックの開催を控える

今、パリについて詳しく調べてみましょう。 

キーワード例： 

パリ／フランス／美術／絵画／美術館／彫刻／

写真／音楽／演劇／オペラ／文学／詩／など 

 
アイコンの説明 

 参考図書（館内利用）  図書   雑誌   インターネット情報 
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  ２ 分野ごとに調べる 

『フランス美術基本用語』（山梨俊夫[ほか]著 大修館書店 1998） 

絵画、彫刻、建築、装飾工芸などの分野から、西洋美術を理解するうえで必須の単語 1500 

をとりあげ、訳語と解説、用例を付した用語辞典。 

 

雑誌『ふらんす』（白水社） ※2021 年以前の号は館内利用 

フランス語学習とフランス語圏文化に関する月刊誌。フランス語、文学、歴史、思想、 

 映画、食、人物評伝、エッセイ、アクチュアリテなどフランスの古今を取り上げている。 

 

（２）パリの観光ガイドブックを調べる 

パリの芸術に触れることは、観光の目的としても非常に人気があります。そのため、観光ガイドブッ

クには有名な建築物や美術館の紹介が多数あります。 

 

 『地球の歩き方 Ａ 07（2017～2018 年版） パリ＆近郊の町』 

 （地球の歩き方編集室編集 ダイヤモンド社 2017） ※県立熊谷図書館所蔵 

 旅行ガイドブック。「パリ建築散歩」「パリ美術館ガイド」などの項目がある。 

  

 『パリ 建築と都市』 

 （福井憲彦[ほか]著・写真 山川出版社 2003） ※県立熊谷図書館所蔵 

 パリの歴史を踏まえた建築案内。パリの建築物を紹介するガイドブック。 

 

 

 

絵画、写真、演劇、音楽、文学など、それぞれの分野を網羅的に調べる情報を紹介します。 

（１）美術品について調べる 

『新潮世界美術辞典』（秋山光和[ほか]編 新潮社 1985） 

絵画・彫刻・考古学・建築など、美術にかかわるあらゆる領域を網羅している。内容も人名・ 

   地名・遺跡・作品・主題・様式など多岐に渡る。 

 

（２）写真について調べる 

『世界の写真家 101』（多木浩二[ほか]編 新書館 1997） 

世界の写真家 101 人の作品と生涯を解説する。 

 

『ヨーロッパの写真史』（横江文憲著 白水社 1997） 

雑誌『ふらんす』での連載を加筆修正。欧米写真史年表と索引あり。 
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  ３ 特定の作品・作者を調べる 

（３）演劇・オペラについて調べる 

『世界演劇辞典』（石澤秀二著 東京堂出版 2015） 

古代ギリシャ劇から現代諸外国演劇、戦後復興新劇～21 世紀演劇まで収録。戯曲・劇作家・ 

   演出家・俳優をはじめ劇団・劇場・演劇運動・演劇舞台用語などを解説。 

 

『フランス 17 世紀演劇事典』（エイコス：17 世紀フランス演劇研究会編 

中央公論新社 2011） 

   フランス 17 世紀演劇を包括的に紹介し、立体的に解説。 

 

『オペラ事典』（戸口幸策[ほか]監修 東京堂出版 2013） 

日本・イタリア・フランス・ドイツ・ロシア・東欧の「オペラ作品」、「オペラ人名」、「オペラ 

   用語」を、あいうえお順で約 1300 項目を解説。 

 

『オペラ大図鑑』（アラン・ライディング[ほか]著 河出書房新社 2023） 

ルネサンスから 21 世紀まで 182 の重要作品とその作曲家・作品の特徴を膨大な図版で詳説。 

   各国の年代ごとに配列されている。 

 

 

（４）文学・詩について調べる 

『「翻訳詩」事典 フランス編』（榊原貴教編著 大空社 2018） 

明治・大正・昭和・平成に公刊された 500 点余の著作・論文からの引用で構成。日本近代の 

   翻訳者と重要翻訳作品等の事項、原作詩人の代表的紹介・論評、代表作の翻訳を収録。 

 

『フランス文学小事典 増補版』（岩根久[ほか]編 朝日出版社 2020） 

フランス文学にまつわる主な事象をまとめた事典。作家の項目では、略歴、代表作、特徴を 

   最新の見方によって解説。作品の項目では執筆あるいは出版の経緯、あらすじ、構成、特色、 

   歴史的意義などを解説。 

 

 

 

西洋芸術の作品や作者を調べるためのインターネット情報や参考図書を紹介します。 

 

《Europeana》（https://www.europeana.eu/en 欧州委員会） 

EU（欧州連合）主導で構築された電子図書館。EU 加盟国を中心に、ヨーロッパ各国の図書 

   館・美術館・博物館・フィルムライブラリー・大学・研究機関が所蔵する書籍・絵画・写真・ 

   映画などをデジタル化したデジタルアーカイブ群で構成される。 

埼玉県マスコット                    

「コバトン」 

https://www.europeana.eu/en
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《Catalogues Raisonnés》 

（https://ifar.org/cat_rais.php International Foundation for Art Research） 

特定の作者の全作品の基本データを図版とともに収録した目録（作品総目録）である、 

「カタログ・レゾネ」の目録データベース。 

 

『西洋絵画作品名辞典』（木村三郎[ほか]編集 三省堂 1994） 

西洋絵画の画家名、作品名、製作年代順などから調べることのできる辞典。歴史・文化背景 

も含め、詳細なデータと解説を収録。 

 

 

『西洋美術作品レファレンス事典 絵画篇』（日外アソシエーツ株式会社編  

日外アソシエーツ） ※第 1 期（2005 年刊行）、第 2 期（2018 年刊行）あり 

   主要な美術全集を網羅する西洋絵画の図版総索引。図版がどの全集に掲載されているかを 

   画家ごとに一覧で見ることができる。「邦題名索引」「原題名索引」付き。 

 

『西洋美術作品レファレンス事典 版画・彫刻・工芸・建造物篇』（日外アソシエーツ

株式会社編 日外アソシエーツ） ※第 1 期（2006 年刊行）と第 2 期（2018 年刊行）あり 

   古代から現代までの版画、素描、彫刻、オブジェ、工芸品、建造物などの図版について、どの

全集に掲載されているかを作家ごとに一覧できる。作品の素材、技法、寸法、制作年、所蔵先

等も記載。 

 

『西洋人物レファレンス事典』（日外アソシエーツ株式会社編 日外アソシエーツ） 

「美術篇」（2012 年刊行）、「映画・演劇・芸能・舞踏篇」（2013 年刊行）、「文芸篇」 

   （2013 年刊行）、「音楽篇」（2012 年刊行） 

各分野の人物がどの事典にどのような見出しで掲載されているかがわかる事典索引。 

 

『クラシック音楽作品名辞典 第 3 版』（井上和男編 三省堂 2009） 

クラシック音楽の作曲家ごとに作品名を集大成。原綴・作曲年・初演年（地）・編成，作品の 

客観的解説・歴史的背景をも解読できるデータブック。 

 

『世界文学総合目録 第 5 巻（フランス編 1（あ～ふ））』 

『世界文学総合目録 第 6 巻（フランス編 2（へ～わ））』 

   （川戸道昭[ほか]編著 大空社 2011） 

   明治から現代までに翻訳された世界文学作品の総合目録。 
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